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1 新しい民事訴舩法･規則の運用に関する懇餓会
東京地方裁判所,東京弁
醗士会,第一東京弁瞳士
会及び第二東京弁霞士会

判例時報社

判例時報1616号3頁1617号3頁,1623号3

頁,1624号3頁1626号19頁,1627号24頁

2 新民事訴松法･規則の運用に関する懇談会
東京地方裁判所,東京弁
謹士会.第一東京弁霞士
会及び第二東京弁湿士会

判例時報社
判例時報1656号3頁.1657号3頁,1660号3
頁1665号9頁,1668号16頁,1669号9頁

3
新民事断訟法･新民事訴舩規則の施行状況に関するアン
ケート結果の概要

東京地方裁判所プラクティ
ス委員会

判例時報社 判例時報1735号28頁

4 新民事訴舩法施行後の訴訟運営をめぐる懇談会

東京地方裁判所,東京弁
醗士会,第一東京弁霞士
会及び第二東京弁腫士会

判例時報社

判例時報1735号3頁,1738号3頁,1741号3
頁

5 訴舩類型別審理計画の指針
東京地方裁判所プラクテイ
ス委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1067号48頁

6
改正民事訴舩法五○0日の歩み一東京地方裁判所にお
ける新制度運用の実情一

東京地方裁判所民事部四
萎員会共同報告

判例時報社

判例時報1910号3頁,1911号3頁.1913号3
頁,1914号3頁

7 文密送付嘱託関係のモデル書式について
東京地方裁判所プラクテイ
ス委員会第一小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1267号5頁

8
民事訴訟の運用に関するアンケート結果(1)｢主張整理関
係｣(中間とりまとめ）

東京地方裁判所プラクティ
ス委員会第三小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1268号29頁

9
民事訴訟の運用に関するアンケート結果(2)｢鉦拠調べ関
係｣(中間とりまとめ）

東京地方裁判所プラクティ
ス委員会第二小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1269号45頁

10 民事訴舩の現状と今後の展望(1)主張整理関係
東京地方裁判所プラクティ
ス委員会第三小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1301号5頁

11 民事翫松の現状と今後の展望(2)鉦拠調べ関係
東京地方裁判所プﾗｸﾃｲ
ス委員会第二小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1301号23頁

12
民事訴舩の現状と今後の展望(3)書面尋問の意義とモデ
ル惑式について

東京地方裁判所プラクテイ
ス委員会第一小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1316号5頁

13 効果的で無駄のない争点整理について
東京地方裁判所プラクテイ
ス委員会第三小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1340号43頁

14 効果的で無駄のない尋問とは何か
東京地方裁判所プラクテイ
ス委員会第二小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1340号50頁

15
効果的で無駄のない審理を経た事件での新様式判決の
在り方

東京地方裁判所プラクティ
ス委員会第一小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1340号61頁

16
遺留分減殺訴訟における遺留分算定について計算シー
卜によるモデル訴状の提案

東京地方裁判所プラクテイ
ス委員会第三小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1345号34頁

17 ソフトウェア開発関係訴松の手引き
東京地方裁判所プラクテイ
ス委員会第二小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1349号4頁

18 名誉設損訴訟解脱･発信者情報開示請求訴舩解脱
東京地方裁判所プラクティ
ス委員会第一小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1360号4頁

19 遺言無効確盟訴舩を巡る諸問題
東京地方裁判所プラクテイ
ス委員会第二小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1380号4頁

20 マンションの管理に関する醗舩を巡る諸問題(1)
東京地方裁判所プラクティ
ス委員会第一小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1383号29頁

21 マンションの管理に関する訴訟を巡る諾問題(2)
東京地方裁判所プラクテイ
ス委員会第一小委員会

判例タイムズ社

／

判例タイムズ1385号31頁

22 マンションの管理に関する翫馳を巡る諸問題(3)
東京地方裁判所プラクテイ
ス委員会第一小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1386号25頁

23
相続開始後の相続財産(不動産)の管理･使用に関する相
続人間の訴舩をめく．る諸問題(1)

東京地方裁判所プラクテイ
ス委員会第二小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1390号5頁

24
相続開始後の相続財産(不動産)の管理･使用に関する相
続人間の訴詮をめぐる緒問題(2)

東京地方裁判所プラクティ
ス委員会第二小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1392号5頁

25
相続開始後の相続財産(不動産)の管理･使用に関する相
続人間の訴舩をめぐる諸問題(3)

東京地方裁判所プラクテイ
ス委員会第二小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1393号5頁



番号 文献名 編著者 出版社 備考
且

争点整理の現状と今後の在るべき姿について東京3弁
蔭士会有志によるアンケートを踏まえて

東京地方裁判所プラクティ
ス委員会第二小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1396号5頁26

東京地方裁判所プラクティ
ス委員会第一小委員会

保険金請求訴訟をめぐる諸問題(上） 判例タイムズ社27 判例タイムズ1397号5頁
■

東京地方裁判所プラクティ
ス委員会第一小委員会

保険金請求訴訟をめぐる諸問題(中） 判例タイムズ社 判例タイムズ1398号5頁28
ロ

東京地方裁判所プラクティ
ス委員会第一小委員会

保険金請求訴訟をめぐる諸問題(下） 判例タイムズ社 判例タイムズ1399号5頁29

金融商品に係る投資被害の回復に関する訴訟をめぐる諸
問題

東京地方裁判所プラクティ
ス委員会第三小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1400号5頁30

和解の現状と今後の在るべき姿について東京3弁謹士
会有志によるアンケートを踏まえて

東京地方裁判所プラクティ
ス委員会第一小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1409号5頁31

判決の現状と今後のあるべき姿について東京3弁蔑士
会有志によるアンケートを踏まえて

東京地方裁判所プラクティ
ス委員会第一小委員会

判例タイムズ社 判例タイムズ1415号45頁32

谷口安史,贋瀬孝,小川卓
逸,溝上瑛里 ．

争点整理手続における口頭議論の活性化について(1) 判例タイムズ社 判例タイムズ1436号5頁33

佐久間健吉,大竹敬人,川
勝庸史,井出正弘,山田裕
章

争点整理手続における口頭議驍の活性化について(2) 判例タイムズ社 判例タイムズ1437号5頁34

河合芳光.中野達也,大黒
淳子.周藤崇久

争点整理手続における口頭議論の活性化について(3) 判例タイムズ社 判例タイムズ1438号5頁35

脇谷英夫,松家元‘閥戸麦,谷口
安史,中村さとみ,河合芳光,佐
久間健吉

パネルディスカッション｢争点整理ば,口頭臓縮で活性化
するか」

判例タイムズ社 判例タイムズ1453号31頁36

争点整理に困難を伴う非典型的な訴訟において争点整理
の道筋をうけるために裁判所及び当事者が取り組むべき
課題について(1)

河合芳光,川淵健司,福渡
裕貴,内藤秀介

判例タイムズ社 判例タイムズ1465号5頁37

争点整理に困難を伴う非典型的な訴舩において争点整理
の道筋をうけるために裁判所及び当事者が取り組むべき
謀題につい2て②．

谷口安史,廣瀬孝.小島清
二,奥田大助

判例タイムズ社 判例タイムズ1466号5頁38

争点整理に困難を伴う非典型的な訴訟において争点整理
の道筋をうけるために裁判所及び当事者が取り組むべき
課題について(3)

中村さとみ,品川英基,井
出正弘

判例タイムズ社 判例タイムズ1467号5頁39


